
    
社団法人 電子情報通信学会 信学技報 
THE INSTITUTE OF ELECTRONICS,                                 IEICE Technical Report  
INFORMATION AND COMMUNICATION ENGINEERS 

Copyright ©2011 by IEICE 

コミュニケーションツールの「身体化」現象に関する検討 
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あらまし  多様なコミュニケーションツールに関する身体性の問題について検討するため，人が道具を自在に操

作できる状態に対して一般的に言われている「道具の身体化」現象に着目した．この現象は使用者が道具使用のみ

に注意が向いている状態ではなく，道具使用の目的や作業そのものに対しても注意が向いた状態であるという，現

象学的な理解の仕方をはじめに紹介する．そして，電子ファイル共有とマイクロブログの事例に対してこのような

「道具の身体化」という捉え方を適用することで，これらのコミュニケーションツールの特徴について検討する． 
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Abstract  In order to consider design of embodied interactions with various communication-tools, authors have focused 
attention on a phenomenon of “embodiment of a tool”, the word of which is generally applied to a situation that people exploit 
the tool. Then, authors introduce a phenomenological approach to understand the phenomenon that the user focuses on an 
object of a work not on interactions between the user’s body and the tool. Subsequently, authors apply the phenomenological 
approach to a file sharing tool and a micro-blogging tool, and consider characteristics of both tools. 
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1. はじめに  

多様化するコミュニケーションツールを系統的に

捉える試みは，教育の場面やツールデザインの検討な

どにおいて，少なからず意味があると考えられる．例

えば，ビデオ映像や VR 技術の発展に伴い，コミュニ

ケーション空間における自由度や，現実空間と映像空

間との融合度など，空間性に関する分類が先に提案さ

れた [1]．昨今では，コミュニケーションツールを使用

する人間の性質としての身体性の問題が取り上げられ，

空間的な共同作業のための身体表現などに関し [2]，い

くつかの整理も試みられている．著者らもこれまでに，

共有する映像空間にあたかも互いの身体が存在してい

るかのような身体性の拡張という問題を扱う上で，「道

具使用による身体拡張」という現象に着目したコミュ

ニケーションツールの位置づけや，デザイン手法につ

いて研究を進めてきた [3]．  
本稿では，こうした「道具の身体化」という経験に

関するいくつかの現象学的アプローチを紹介し，先の

著者らの議論の対象としては十分には扱っていなかっ

た，電子ファイルの共有ツールや，テキスト伝達ツー

ルを取り上げ，コミュニケーションツールの身体化と

いう点からその特徴について検討する．  

2. 道具の身体化現象  
ラケットを操作することで球を打ち返したり，ペン

を使用することで紙に文字を書くなど，一般的に道具

は身体の動きを増幅・調整したり，情報をメディアに

表現するような，身体的行為を支援するものと考えら

れる．そして使用者が自由自在にラケットやペンを操

作できるような状態に対して，例えば「あたかも道具

を身体の一部として使用できる」などと表現され，こ

うした経験は「道具の身体化」と呼ぶことができる．

ただし，このような一般的な言い回しには気をつける

必要があり，道具を自在に使用している実際の場面に

おいては，「あたかも道具が身体の一部であるかのよ



 
  
 

 

うな実感」はむしろ生じておらず，行為の中断や完了

した後において反省的にこうした状態を語ることが可

能である．このような問題に対しては現象学的なアプ

ローチが有効であると考えられ，例えば Heidegger は，

大工が金槌で釘を打つ行為を普通は意識しないが，打

ち損じたときに初めて金槌への意識が現れるというよ

うな経験について指摘している [4]．そして，こうした

アプローチを Winograd は先んじてコンピュータ・シス

テムとのインタラクションに適用し，例えば，文章を

ワープロソフトで作成しているときには，文章作成自

体が意識されているが，その状態が壊れたときにワー

プロのハードウェアやソフトウェアが意識の対象とし

て現れることを説明している [5]．  
以上に紹介したアプローチを踏まえ，ラケットやペ

ンなどの物理的な道具を操作して，同じく物理的な対

象にはたらきかけるような一般的な道具と，キーボー

ドやマウス，タッチパネルなどを操作して，視覚的に

表現される文字や電子ファイルを扱うコンピュータ・

システムとの間に共通する「道具の身体化」現象をま

とめる．つまりこの現象は，道具やインタフェースと

の関わりに対してのみ焦点化した注意が，これらを使

用する目的や作業そのものに対しても向けられる状態

へと変化することと言えよう．  

3. コミュニケーションツールの身体化現象  
２章で検討した道具の身体化現象の捉え方をファ

イル保存・共有に関するツール，そしてテキスト伝達

ツールに適用し，その特徴について検討する．  
ファイル保存・共有ツールは，ビジネス利用のみな

らず一般家庭においても広く利用されており，例えば

デジタルカメラで撮影した写真や映像をサーバーに送

信し，撮影日時のみならず緯度・経度などのデータも

加味して保存し，他者と共有することができる．こう

した，保存・検索・閲覧・共有というツールのはたら

きを積極的に解釈し，SF 的な用語をあてはめるならば，

まさに外部記憶装置の身体化，さらには他者との外部

記憶の共有と言うことも可能であろう．こうした捉え

方は単なる比喩とみなしてしまうこともできるが，フ

ァイル共有の操作を特に意識することなく，いかなる

時・場所においてもファイルにアクセス可能であるな

らば，保存されたファイルの情報に対して注意が向け

られているという点で，２章で紹介したような，ツー

ルが身体化した状態と捉えることができるだろう．  
続いて，マイクロブログやミニブログと呼称される，

限定された文字数のテキスト伝達ツールについて検討

する．こうしたツールは日常的に広く使用されており

[6]，例えば商品の広告活動やイベントの参加者動員な

どに積極的に活用されている．従来の電子メールや掲

示板と比較して，短い文字数のメッセージを特定者間

のみならず不特定多数の間で，短時間かつ連鎖的に展

開することが特長の一つである．短いテキストのメッ

セージそのものにおいては送信者との身体的関与は低

いと考えられるが，メッセージの連鎖的展開によって

現実社会に対して影響力が発生するという点での身体

的関与は，ある意味ではこのツールによる身体拡張と

いう言い方も可能であろう．そしてツールの利用時は

メッセージの作成に対して注意が向いた状態であって，

その伝達のプロセスそのものは意識化されることがな

いという点において，２章で述べたような，ツールが

身体化した状態と同様に考えることができるだろう．  

4. おわりに  
現実社会においては，ファイル共有のみならず，イ

ンターネットにおける各種情報の閲覧が可能であり，

集合知と呼ばれるような多人数における知識の生成・

共有という正の影響と，情報の盗用という負の影響が

混在している．また，マイクロブログなどにおいては，

不特定多数への即応的かつ大規模な伝搬という特性に

よる，現実社会における誤った情報伝搬時の負の影響

も懸念されている．こうした問題の対策として一般的

には情報リテラシー教育が求められるが，「道具の身

体化」現象という点から最後に検討する．両ツールに

共通する特徴として，情報の作成や取得というインタ

ラクションにおいて，そのデザインがある意味で優れ

ているために，そのプロセスに注意が向きにくいこと

があげられる．すなわち，「他者が作成した情報の取

得」や「不特定多数への伝達」という行為に関する注

意が向けられにくいことが，想定内・外の事故を引き

起こす要因の一つと考えられるだろう．これに対して

インタラクションの手続きを単に増やすのではなく，

行為中における注意の分散化や，自身や他者の身体的

行為の関与を含めるようなデザイン手法を検討する余

地は多数残されていると考えられる．  
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